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みなさんは「生理の貧困」という言葉を聞いたことはありますか？

「生理の貧困」の問題は、生理用品を購入できないなどの単純な経済的問題に思われてしまいがちです

が、令和３年１０月に鹿児島県が女性を対象に実施したWEB調査で、「父子家庭のため、親に買ってと

言いづらかった。」「初潮と知らなかった。」など、家庭環境や理解不足などの要因もあがっており、女性

の健康や尊厳に関わる重要な社会問題として考えていく必要があります。

鹿児島県WEBアンケートに寄せられた声をいくつかご紹介します。

「生理の貧困」は以前からあった問題ですが、これまで大きく取り上げ

られてこなかったのは、アンケートからも読み取れるように、生理をタ

ブー視する社会の風潮や、生理や女性の健康のことを知る機会が少なか

ったことなどが背景として考えられます。

また、男性中心型の社会には生理などに悩む女性がいることは想定され

ていないことが多く、それが女性の社会参画を妨げる一因となっています。生理に悩み苦しむ女性が、学

習や労働の機会を失うことなく個性と能力を十分に発揮できる社会の実現のために、プライバシーが配慮

されつつ、生理をオープンに話し合える環境づくりが必要です。

今回、瀬戸内町では、鹿児島県男女共同参画室より生理用品の無料配布のご支

援をいただき、今年度10月末より、各小中学校、公共施設（海の駅・きゅら島

交流館・図書館）に配布・設置のご協力をいただいています。役場庁舎内は、町

民のみなさまの利用も多い１階女子トイレに設置しています。今回の取組は「生

理の貧困」を抱え、生理用品へのアクセスが難しい方々への無料提供の取組です。

本当に必要としている方々へ少しでもこの支援が届くよう、町民のみなさまにお

かれましても、ぜひご理解・ご協力をお願いします。

「生理の貧困」や女性の健康、生理を取り巻く情報を多くのみなさまに知っていただき、支援の取組が進

められることで、様々な困難を抱えながら暮らしている女性をはじめ、すべての女性が安心して健やかに

暮らすことができる社会づくりへ向けて取組んで行きましょう。

参考：鹿児島県「生理の貧困」支援のためのガイドブック

5人家族中４人が女性で、生
理用品代は毎月とてもかかり

ますが、子どもたちに我慢さ
せたくないので、自分の分を
削って変える回数を減らして

います。（40代・主婦）

父子家庭のため父親には

話しづらく、収入も少な
いため購入を頼みにくい
です。無償配布などあれ

ば、とてもありがたいで
す。（10代・高校生）

学生の頃、親が買っ
てくれたものが肌に

合わず、別のものを
お願いすると嫌な顔
をされました。（30

代・会社員）

生理は女性が子どもを産むための大切な体のしくみ

なので、生理用品の節約をしたり、使い回しなどで身
体への負担がかからないよう、安心して衛生的に過
ごせる社会にしてほしいです。（30代・契約社員）

トランスジェンダーの男性や病気等で子宮がな

い女性が抱える生理の悩みも知ってほしいで
す。「生理がない女性もいる」「生理は女性だけの
ものではない」という認識が広まれば、生理に関

わる全ての人にとって、居心地のよい社会にな
ると思います。（30代・パート）

小中学生にとって生理の貧困はとても
深刻です。ポーチをトイレに持っていく

だけで生理と冷やかされたりして、交換
頻度が減る経験をしました。保健室やト
イレでの常備、配布を進めてほしいで

す。（20代・パート）

生理への理解は、性別や職業に
関わらず、相手の立場に立って
想像し、思いやれるかどうかだ

と思います。男女ともに小さい
頃から理解を得る機会を提供し
てほしいです。（30代・正社員）

生理は自己責任とされ、理解されないまま男性にも女
性にも心無い言葉をかけられてきました。生理前から

排卵まで含めると、月の半分は身体の不調がある女性
がいることを理解してほしいです。（40代・正社員）


